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＜特許＞

「紫外光とオゾンを併用した水処理方法および
水処理装置」 （特開2006-158986）
※株式会社マナとの共同出願

湿式酸化法などの従来の技術では分解が困難であった、水中の難分解性有機物を含有す

る排水処理への応用

１）オゾン、紫外光および光触媒を併用した促進酸化法を利用した自己循環型処理装置を作製

した

２）低コスト、コンパクト、高効率を可能にした自己循環型酸化分解装置である

３）水中の微量難分解性有機物の分解に適している

オゾン、紫外光および二酸化チタン

（光触媒）を併用した促進酸化法を

利用した循環型処理装置を試作した。

オゾン、紫外光、二酸化チタンはそれ

ぞれが反応し、酸化力がより強力な

ヒドロキシラジカルを生成し、それぞ

れ相乗効果が確認できた。

分解処理装置の性能は有害有機物

をフェノールとした場合、240分後の

オゾン-紫外光-二酸化チタン併用条

件におけるCOD除去率は78.3％で

あった。また、中間生成物の分析より、

フェノールは低分子に分解されている

ことが確認された。
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